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✧ IoTやビッグデータ、人工知能の発達が、企業にとっ

て大きな事業環境変化をもたらすと指摘されるように

なっている。一方、わが国では、これらを活用してい

る企業の割合はまだ低位。

✧ インターネットの通信速度の高速化や技術的な進化

を背景とするセンサー価格の低下等を背景に、イン

ターネットにつながる「もの」が急増しており、こうした

傾向は今後も続く見込み。

✧ ドイツは、連邦政府のイニシアチブのもと、「インダス

トリー4.0」というプロジェクトに取り組んでいる。開発・

生産工程管理とサプライチェーンをインターネットの

活用により、企業の枠を越えてつなげていくことで、

最終的には国全体を一つの工場のように稼動させる

ことが未来像として描かれている

✧ 米国では、「もの」から得られたビッグデータを活用し、

顧客のニーズに沿ったソリューションを提供すること

を軸としたビジネスモデルの変革が図られている。

✧ わが国でも、「日本再興戦略」において最先端技術の

活用が取り上げられ、産官学連携あるいは企業横断

型の枠組みも相次いで設立。今後はこうした枠組み

を実効性の高い形で活用していくことが重要な課題。

✧ 多様な業種のものづくり企業が集積し、研究機関も

立地する関西にとって、最先端技術の発達は復権に

向けたチャンス。

✧ 生産設備や治工具等にセンサーを組み込み、そこか

ら得られたデータをインターネット経由で集め、モニタ

リングすることで、「稼働状況のみえる化」が可能に。

✧ また生産設備から得られたデータをメンテナンスや更

新のタイミングの最適化に活用する動きもみられる。

✧ 「生産技術のみえる化」により品質順守を強化する試

みも進められている。

✧ IoTを組み込んだ生産設備を複数つなげることで、生

産プロセスをリアルタイムに最適化することも提唱さ

れている。これは企業の枠組みを越えることも可能。

✧ 設計から生産までの一連の流れをデジタル上のプ

ラットフォームで管理することも可能に。

✧ IoTを組み込むことで、新たな機能を創造する取り組

みが自動車や家電、医療機器の分野で広がっており、

今後市場が拡大する見込み。

✧ 製品のIoT化で顧客の使用状況データの入手が可能

に。得られたデータをアフターサービス等に活用し、

付加価値の創造につなげる試みも広がる兆し。

✧ 製品を通じて顧客とつながることで製造業のビジネス

モデルが変革する可能性も。

②もの“創り”の拡大 ～新たな付加価値の創造

①もの“作り”の進化～生産現場における活用

✧ IT技術者の確保

 生産工程とITの
双方に通じた人

材の育成・

確保

✧データサイエン

ティスト人材

 データ分析力と

ビジネスの課

題の解決力の

双方を併せ持

つ人材の育成

✧設備資金の支援

 資金等の補助

 費用対効果の

判断材料の

蓄積

✧セキュリティ

 生産設備を制

御するシステム

がサイバー攻撃

にさらされる

リスクの抑制

 個人情報が流

出するリスクの

抑制

✧技術に関する

マッチングの活

発化

✧オープン化

 社内情報の一

定のオープン化

を可能とする企

業間の信頼関

係の構築

✧データ保護

 情報保護とビジ

ネス推進の両立

ひと かね 情報 規制その他

✧センサー、コント

ローラー等

 活用方法に合

わせて、一段の

小型・軽量化、

性能の向上

もの

✧ 製品のIoT化とビッグデータ分析で、日本のものづくりの特性である「細やかさ」や「気配

り」を強化、顧客ニーズに適う「もの」や「こと」を開発し、需要を喚起。

✧ 関西は、「医療」や「住宅」産業との協働による顧客価値の創造も目指すべき。

企業の取り組み①～開発力の強化

✧ IoT市場の拡大に伴い、センサーやコントローラ等に対する需要は世界的に拡大の見込

み。電子部品等のニーズ拡大は、関西のものづくり産業にとって商機に。

✧ 最先端技術で機械ができることを増やしながら、ひとと機械が協調し供給力を最適化。

企業の取り組み②～供給力の最適化

✧ 人工知能の活用等による技術とアイデアのマッチングの強化。

✧ サポート機関をハブとして、IoT活用に取り組む企業間でネットワークを構築。

✧ 企業間ネットワークを土台に「匠の技」とアイデアが垣根を越えて（Beyond the border）
つながることで、付加価値を創造。

e. 産官学金連携によるサポート体制の構築

 IoT推進コンソーシアムによる中堅・中小企業のサ

ポート機能を強化。支援対象企業の連携のハブに。

⇒ 強固なものづくり基盤を有する関西ならではの枠組

みを設置。

④産官学金連携による環境整備

企業の取り組み③～つながりの強化

a. データの利活用に向けた環境整備

 ガイドラインや裁判外紛争処理解決手続きの整備

 ビッグデータ流通の仕組み作り

b. 産官学連携でIT活用、データ分析の担い手を育成

c. セキュリティ対策

d. 標準化作りへの戦略的な対応

✧最先端技術の発達を前提とする経営課題（生産効率の改善、人手不足、技術継承、需要不

足等）の解決に向けた適切な経営資源の配分、行き過ぎた自前主義の見直し。

✧データによる仮説検証と感性の双方を活かした意思決定。

経営者

「匠の技」と最先端技術が融合する関西クラスター


